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１，自己紹介
２，不登校の子どもとつがなる
３，子どもの「現実」
４，子どもとつながる、ということ
５，大事なおまけ ヒトミのその後
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１、自己紹介

 １９７７年 静岡県浜松市生まれ
 ２００３年 朝日新聞社入社
 鹿児島→山口→福岡→東京
 ２００８年 長男（１０）出産
 ２０１６年 次男（３）出産
 ２０１８年 ４月～社会部教育班で教育を担当
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２，不登校の子どもと
つながる①

 ２０１１年、ヒトミとの出会い

Ｔさんが開く、高卒程度認定試験
（高認）向け無料学習塾への取材

高認って何？
中卒ってどうして？
中退する理由って何？
勉強な嫌いな子？



朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4679



２、不登校の子どもとつながる②
 ヒトミが不登校になった理由
・家庭（母が亡くなる、父がリストラ、浪費癖、
祖母が認知症に）

・貧困
・いじめ 「デブ」
・教師の不理解 「教室に行きなさい」

→不登校は「状態」であって。
「理由」のつながりの中で生まれる。

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4679



２，不登校の子どもとつながる③

父子家庭 父のリストラ 貧困

祖母の手料理

体重増

いじめ

「みんな一緒」
文化 教師の無理解

不登校

保健室登校

将来への不安
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２、不登校の子ど
もとつながる④
「先生が信用できない」
「何かあったの？」と尋ねても答えない。そして、

二未さんは学校に行けなくなった。
みどりさんは、娘を引っ張ってでも学校に行かせよ
うとした。玄関から追い出して鍵をしめたこともあ
る。でも、娘はドアの向こうで立ち尽くすだけ。
「体が動かない」との訴えも理解できなかった。
「何があったの」。尋ね続けると、二未さんがよ

うやく口を開いた。
「同級生が○○ちゃんをからかい、○○ちゃんが

泣いた。それを見た担任の先生が『なんで泣く
の？』と言った」――。

二未さんは１年の時、同級生にぞうきんを口に
入れられたことがある。その時は、当時の担任が止
めてくれた。でも、「今の先生は、いじめられた時
に止めてくれないかも、と不安になったみたい」。

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4679



２，不登校の子どもとつながる⑤

出典：小熊広宣「中学生に直接聞いた不登校理由、国の調査
と大きな隔たり」不登校新聞ウェブ版、2019年5月29日、
accessed in 01/11/2019
https://futoko.publishers.fm/article/20440/
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２，不登校の子どもと
つながる⑥
文科省「問題行動・不登校調査」（１７年度）

不登校の理由
「家庭状況」（３６・５％）
「友人関係」（２６・０％）
「教職員との関係」（２・７％）
「いじめ」（０・５％）

一方、１７年度のいじめの認知件数は約４１万
件と過去最多に上り、「この調査の不登校の理
由が実態とずれている」との指摘があった。

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4679



２，不登校の子どもとつながる⑦

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4679



２、不登校の子どもとつながる⑧
 不登校新聞創刊２０年（２０１８年５月）の記
事より
埼玉県入間市の水口真衣さん（２１）も「編集

部」の一員だ。小学校のころから長い間、自分に
課された「いじられキャラ」に苦しんだ。物まね
をさせられたり、行動をからかわれたり。「叫び
たいくらい嫌でも、笑って演じていた」
高３のある日、友人たちに「嫌だ」という正直

な気持ちをＬＩＮＥで送った。すると、返信は
「じゃあ、もうつきあわない」。学校に行くのが
怖くなり、家から出られなくなった。

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4680



２，不登校の子どもとつながる⑨
 ど真ん中にいる子どもにはなかなかつながれない？！

ヒトミ： 取材時１８歳 高校１年
（不登校は中学校と卒業後）

二未：取材時１８歳 高校３年
（不登校は小学校～中学校時代）

水口さん：取材時２１歳（不登校は高校時代）

「誰かに話す」には体力が必要
→サバイバーの人にしか話を聞けていないのかも
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２，不登校の子どもとつながる⑩

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4680

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4680



３、子どもの「現実」①

 学習障害
・一般的な明朝体では、「文字の輪郭が青く光って、
文字が踊り出して飛んでいく」ように見える。
・小５の時、タブレット端末で書体を変えてみた
→「みんな、ずるい！」

・生駒市の調査
平均正答数（全３６問）
教科書体 ２４．０問
ＵＤデジタル教科書体 ２９・５問

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4680



３，子どもの「現実」②

 性的マイノリティ
福岡県在住の高校３年生
・体は女性で、心は「女性でも男性でもな
い」
・セーラー服を着ると、「『私は女性』と書
いた紙を全身に貼られ、自分が自分でないよ
うだった」
・セーラー服姿で文化祭に参加。「なんて無
様な」。２週間、学校を休んだ。

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4680



３，子どもの「現実」③

 性的マイノリティ

・トランスジェンダーの子

自分の性別とは別の性別を日々求められ

・同性愛の子
「同性を好きになるのはおかしい」という価値観

が支配的な中、自分を受け入れることが難しくなり

→ともに自己肯定感は低くなりがちで、自殺を考
える割合も高いことが指摘されている

（埼玉大・渡辺大輔准教授）

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4681

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4681



３，子どもの「現実」④

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4681



３，子どもの「現実」⑤

 就学支援金：
文中の公立高校 １年生の約９５％が対象
「同じ学区で、偏差値トップの高校の１年生
では．就学支援金の支給対象は約３０％に
とどまるという」

 授業も持たない先生→仕事は中退防止
食料援助
保護者の生活保護申請に付き添う

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4681



３、子どもの「現実」⑥

●日本語指導が必要な子ども 約４万４千人
（文科省調査 ２０１６年度）

●不就学の外国籍の子ども 約２万人
（文科省調査 ２０１９年５月時点）

「これから自分がどうなっちゃうのかな、って
不安だった」

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号19-4681



３，子どもの「現実」⑦

「あなたのため」という大義名分のもと、親
が子どもに行う、いきすぎた「しつけ」や
「教育」
いまは人材育成という言葉に象徴されるよ

うに「これから必要なスキルは、これとそれ
とあれ。それに見合う人間を育てよ」という
教育観が、社会に染みこんでいます。「子育
ては親の責任」という個人主義や自己責任論
もあいまって、重圧を感じる親は少なくあり
ません。
（２０１９年７月２３日朝日新聞教育面 お
おたとしまささんへのインタビューより）

著作権等の都合により、ここに挿入さ
れていた画像を削除しました

おおたとしまさ『ルポ教育虐待：毒親
と追いつめられる子どもたち』ディス
カヴァー携書、2019年
https://d21.co.jp/book/97847993253
53.html

UTokyo Online Education 東京大学朝日講座 2019山下知子 CC BY-NC-ND



４、子どもとつながる、ということ①

１、つながる難しさ
２、「かつて自分も子どもだった」に潜む罠
３、子どもだってプライドがある

・自身が、自分の状況、その理由、背景を説明できない
・年齢によっては言語化できない
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４、子どもとつながる、
ということ②
「かつて自分も子どもだった」に潜む罠

自分の経験が子ども理解に生きる場合
自分の経験が子ども理解の妨げになる場合

例えば・・・
同じ「いじめ」の言葉だからこそ気をつけたい
・閉じたＳＮＳの中では、パトロールも不可能
・デジタルタトゥー（入れ墨）
・「KS」
学校、友達、放課後・・・も？

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
承諾番号：19-4681



４、子どもとつながる、
ということ③

子どもだってプライドがある
むかし、進学校と言われる学校に行ったとき

に私もそういう体験をした。中学は地元のヤン
キー校に通ったので貧しい友人も多かったが、
高校に行ったら学校で家のことは話せなくなっ
た。お金がなくて学食でパン一つしか買えない
ときも、「ダイエット中」と噓をついて、楽し
いランチタイムに陰気なムードを注入しないよ
うに気を遣っていた。本当のこと言えば友人た
ちはきっとお金を貸してくれたり、食事を分け
たりしてくれただろう。でもわたしには言えな
かった、言ったら死ぬ、ぐらいに思っていた。
（ブレイディみかこ「ぼくはイエローでホワイ
トで、ちょっとブルー」新潮社 Ｐ１０７）

著作権等の都合により、ここに挿入さ
れていた画像を削除しました

ブレイディみかこ『ぼくはイエローで
ホワイトで、ちょっとブルー』新潮社、
2019年
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４，子どもとつながる、
ということ④
「へー、そうなんだー。で、前はどこの学校

だったっけ？」
「……静岡……」と答えたのは、父さんが昔その

あたりの病院に勤めていて、僕も住んでいたこ
とがあるからだ。もっとも二歳くらいだったか
ら、てんで覚えちゃいないが。
「えーー？そうなの？ エマのおばあちゃん

ね、静岡市に住んでいるの。駿河区だよ。ねえ
ねえ、山之内くんはどこだった？」
頭の中がカーッと熱くなって、押し黙る。こ

ういう会話の流れになろうとは、想定していな
かった。
（安田夏菜「むこう岸」講談社 Ｐ２０）

著作権等の都合により、ここ
に挿入されていた画像を削除
しました

安田夏菜『むこう岸』講談社、
2018年
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４、子どもとつながる、ということ⑤

子どもとつながる、子ども取材するとは・・・

異文化理解
なのではないか

UTokyo Online Education 東京大学朝日講座 2019山下知子 CC BY-NC-ND



５、大切なおまけ ヒトミのその後①
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５、大切なおまけ ヒトミのその後②

不登校

スーパーで
無料塾チラシ

Tさんとの出会い 高校受験 高校進学

支援者

将来の夢

友人
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ご清聴ありがとうございました
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グループワークテーマ

今まで学校生活を送ってきた体験から、自分が
誰のどのような手助けを得てきたのか、

あるいはどのようにして問題を乗り越えてきた
のかを振り返って話し合ってみよう
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